
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業改善 の Point 

令和６年度 

全国学力・学習状況調査 

山梨県総合教育センター 

各種学力調査の結果を踏まえた 

令和６年１０月 

山梨県学力把握調査 

山梨県公立小中学校教育課程実施状況調査 
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https://www.ypec.ed.jp 

山梨県総合教育センターのホームページの「トップページ」→「調査・研究」→「各種学力調査

と学力関係資料」 

※「令和６年度山梨県学力把握調査結果の概要」「令和６年度山梨県公立小中学校教育課程実施

状況調査の概要」についてもご覧いただくことができます。  

山梨県公立小中学校教育課程実施状況調査 

P.5９～ 調査結果の概要及び、授業改善の Point 

①小学校社会 P.60～    ②小学校理科 P.64～ 

③中学校社会 P.68～    ④中学校理科 P.72～ 

⑤中学校英語 P76～ 

令和６年度全国学力・学習状況調査の結果概要を公開しています 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

「調査結果を踏まえた授業改善」を考える 

１．課題のある設問に着目する 
①全国平均正答率や県平均正答率との差が大きい設問、正答率の低い設

問、無解答率の高い設問に着目します。 

２．反応率の高い誤答に着目する 
②解答類型の反応率から誤答の状況（児童生徒はどこでつまずいている 

のか）をつかみます。 

３．誤答から児童生徒の実態をつかむ 

③誤答の原因（どこに課題があるのか）を考えます。 

４．児童生徒の実態を踏まえて授業をつくる 

④対象学年だけでなく、それぞれの学年で取り組むべきことを明らかに

します。 

⑤本冊子「授業改善の Pｏｉｎｔ」や「授業づくりのヒント」、文部科

学省の調査資料（解説資料、報告書、授業アイディア例等）を参考に

して、指導の改善・充実を図りましょう。 

本県児童の解答

結果を踏まえた

授業づくりのヒ

ントを掲載 

 

各種調査結果を

踏まえた授業改

善のポイントを

掲載 

 

全国学調に出題さ

れている調査問題

の趣旨、指導要領

との関連について

詳しく解説 

 

全国学調の結果か

らみられる傾向と

授業アイディア例

を掲載 



 

問題別調査

結果の見方
（全国学力・学習状況調査の例）

山梨県における各教科の調査を項目ごとに 

まとめた一覧表です 

（この表は、各学校に送付されています。） 

♢対象学校、児童・生徒数 

♢学習指導要領の内容の平均正答率の状況 

♢問題別集計結果 

この部分は、調査

問題と学習指導要

領の領域、評価の

観点、問題形式を

照らし合わせた表

です。 

この部分は、各問題と

学習指導要領の内容、

評価の観点、山梨と全

国の平均正答率、無解

答率等を示していま

す。問題に対する平均

正答率を示しているの

で、例えば、問題番号

３（１）では、「直方

体の見取り図について

９割近くの児童が理解

してかくことができて

おり、全国の割合を上

回っている。」という

ように、具体的な分析

につなげることができ

ます。 

平均正答率だけでなく、

無解答率にも着目するこ

とで、児童・生徒の課題

が見えてきます。 



全国学力・学習状況調査 自校採点について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇総合教育センターでは 

県内の採点抽出校の解答を早期に採点し、山梨県の成果と課題を把握しています。「授業

づくりのヒント」では、早期採点を通して把握した課題に対して、授業改善に向けた授業

アイディアの一例を示しています。 

本調査で見られた課題は、調査の対象学年だけではなく、学校全体で組織的・継続的な

取組によって改善を図っていくことが大切です。 

リーフレット「授業づくりのヒント」が、日々の授業や研修会などで活用され、児童生

徒の学習状況の改善につながることを期待しています。 

児童生徒理解に

つながる！ 

育成したい資質・能力が

明確になり、授業の組立

てが変わる！ 

学校全体でかかわることで、

より多くの教師の授業力が 

アップする！ 

「解答類型」とは？ 

児童生徒一人一人の具体的な解答状況を把握

することができるように、設定する条件等に即

して解答を分類、整理したものです。 

⇒学校全体で授業改善・充実に向けて取り組むことになります。 

◇自校採点の目的、趣旨 

児童生徒の解答を「解答類型」に分けることで、児童生徒の考えている 

こと、つまずいていることが見えてきます。 

◇全国学力・学習状況調査について 

一つ一つの問題には、「児童生徒にこの資質・能力を付けたい！」というメッセージが

込められています。問題の背景にあるものは、「児童生徒に付けたい資質・能力」です。 

（国立教育政策研究所「解説資料」より） 

国立教育政策研究所「解説資料」より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

      
                   

                         
     

                      
             

                

             

※「自校採点の進め方」の資料は、校務支援システムの
キャビネットからダウンロードできます。 

◇自校採点の進め方 

◇児童生徒のつまずきの把握 

つまずきのある問題を把握する視点の例 

〇解答類型（誤答）に特徴がある。 

〇正答率が低い。         など 

 

冊子「解説資料」の中に、「解答類型について」（予想される解答から、身に付いて

いる力や考えられるつまずき等を記述）が記載されています。 

「解答類型について」を参考に、児童生徒のつまずきを把握することができます。 

※「解説資料」は、国立教育政策研究所ホームページから、ダウンロードできます。 

（Ｒ６年度小学校算数「解説資料」P12） … 

      

         

                           
                                                     

               
                       

      

      

      

 

 

        

               
             

       



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査 



 

Point 授業改善 の 

調査結果の概要 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 調査の概要 

 

（１）実施日 令和６年４月１８日（木） 

 

（２）目的 

・義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や

学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

・学校における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

・上記のような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

（３）調査事項 

①教科に関する調査（国語、算数・数学） 

・出題範囲は、調査する学年の前学年までに含まれる指導事項を原則とし、出題内容

は、それぞれの学年・教科に関し、以下のとおりとする。 

ア）身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活

において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・

技能等 

イ）知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構

想を立て実践し評価・改善する力等 

調査問題では、上記ア）とイ）を一体的に問うこととする。 

②学習環境や生活の諸側面等に関する質問調査 

・児童生徒に対する調査及び学校に対する調査 

 

（４）対象 小学校第６学年、特別支援学校小学部第６学年 

中学校第３学年、特別支援学校中学部第３学年の全児童生徒 

 

（５）県内(公立学校)の実施状況 

 
公立小学校 

特別支援学校 

小学部 
公立中学校 

特別支援学校 

中学部 
合 計 

学校数 

(分校含む) 
163校 ２校 79校 ４校 248校 

児童生徒数 5,641人 5,542人 11,183人 

 

 

 

令和６年度 

全国学力・学習状況調査の結果概要について 

山梨県教育委員会 



 

２ 結果の概要 

（１）教科に関する調査 

〇令和６年度教科別調査結果（平均正答数及び平均正答率） 

全ての教科において、平均正答率（本県）は平均正答率（全国）と概ね同等である。 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 本県の調査結果（公立） 

 小学校調査 中学校調査 

国語 算数 国語 数学 

平均正答数（本県）問 9.5/14 9.9/16 8.7/15 8.2/16 

平均正答数（全国）問 9.5/14 10.1/16 8.7/15 8.4/16 

平均正答率（本県）％ 68 62 58 51 

平均正答率（全国）％ 67.7 63.4 58.1 52.5 

 

 

令和５年度 本県の調査結果（公立） 

 小学校調査 中学校調査 

国語 算数 国語 数学 英語 

平均正答数（本県）問 9.3/14 9.8/16 10.5/15 7.5/15 7.3/17 

平均正答数（全国）問 9.4/14 10.0/16 10.5/15 7.6/15 7.7/17 

平均正答率（本県）％ 66 61 70 50 43 

平均正答率（全国）％ 67.2 62.5 69.8 51.0 45.6 

 

※都道府県の平均正答率については、文部科学省が平成 29 年度から整数値で公表して

いる。 

 ※後日実施した学校のデータは、全体の集計からは除外されている。（全国共通） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立教育政策研究所の令和６年度全国学力・学習状況調査報告書には、「全ての都道

府県・指定都市が平均正答率の±10％の範囲内であり、大きな差は見られない。」と表

記されている。 



 

（２）質問調査 

①児童生徒質問調査 

○児童生徒質問調査においては、これまで肯定的な回答の多かった、学習に対する興味

関心・規範意識・自己有用感・生活習慣に関する項目について、全国平均と比べて引

き続き高い傾向にある。 

 

・児童生徒共通して、「国語の勉強は好きですか」等、国語の学習に対する興味関心に

関する項目で、全国平均を上回っている。 

   小 +2.5ポイント(山梨 86.5％ 全国 84.0％)  ＜R5山梨 86.2％ 全国 83.6％＞ 

中 +1.2ポイント(山梨 84.1％ 全国 82.9％)  ＜R5山梨 83.5％ 全国 80.6％＞ 

 

・児童生徒共通して、「人が困っている時には進んで助けていますか」「人の役に立つ人

間になりたいと思いますか」等の規範意識に関する項目で、全国平均を上回っている。 

  小 +1.1ポイント(山梨 96.2％ 全国 95.1％)  ＜R5山梨 95.9％ 全国 94.8％＞ 

中 +1.3ポイント(山梨 95.0％ 全国 93.7％)  ＜R5山梨 94.6％ 全国 92.7％＞ 

  

・児童生徒共通して、「自分にはよいところがあると思っていますか」「将来の夢や目標

を持っていますか」等の自己有用感に関する項目で、全国平均を上回っている。 

小 +2.5ポイント(山梨 88.0％ 全国 85.5％)  ＜R5山梨 87.2％ 全国 84.9％＞ 

中 +3.1ポイント(山梨 83.1％ 全国 80.0％)  ＜R5山梨 80.9％ 全国 77.9％＞ 

 

・児童生徒共通して、「朝食を毎日食べていますか」「毎日、同じくらいの時刻に起きて

いますか」等の生活習慣に関する項目で、全国平均を上回っている。  

小  +2.8ポイント(山梨 92.2％ 全国 89.4％) ＜R5山梨 91.0％ 全国 88.5％＞ 

中  +1.3ポイント(山梨 89.4％ 全国 88.1％) ＜R5山梨 88.1％ 全国 86.8％＞ 

  

 

※前年度よりも肯定的な回答の割合が高くなった主な項目 

〇児童生徒共通して、「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たり

どれくらいの時間、PC・タブレットなどの ICT 機器を、勉強のために使っていますか

（遊びなどの目的に使う時間は除く）【30 分以上】」という調査項目で、ICT 機器を活

用すると回答した児童生徒の割合が高くなった。 

   小 +4.1ポイント(山梨 48.3％ 全国 44.2％)  ＜R5山梨 44.9％ 全国 41.1％＞ 

   中 +2.2ポイント(山梨 38.6％ 全国 36.4％)  ＜R5山梨 33.9％ 全国 31.2％＞ 

 

 ○児童生徒共通して、「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか」と

いう調査項目で、割合が高くなった。 

   小 +1.8ポイント(山梨 85.3％ 全国 83.5％)  ＜R5山梨 78.6％ 全国 76.8％＞ 

   中 +4.4ポイント(山梨 80.5％ 全国 76.1％)  ＜R5山梨 71.5％ 全国 63.9％＞ 

 



 

②学校質問調査 

○学校質問調査においては、学校運営、教職員の資質向上に関する項目について、全国

平均を上回った。 

 

・小学校中学校共通して、学校運営に関する項目で、全国平均を上回っている。  

小 +0.3ポイント(山梨 96.4％ 全国 96.1％) ＜R5山梨 93.3％ 全国 95.1％＞ 

中 +1.7ポイント(山梨 94.6％ 全国 92.9％)  ＜R5山梨 91.9％ 全国 91.5％＞ 

 

・小学校中学校共通して、教職員の資質向上に関する項目で、全国平均を上回っている。 

小  +5.3ポイント(山梨 97.0％ 全国 91.7％)  ＜R5山梨 94.6％ 全国 90.5％＞ 

中  +8.5ポイント(山梨 96.7％ 全国 88.2％)  ＜R5山梨 94.3％ 全国 86.5％＞ 

 

 

○学校質問調査においては、家庭や地域との連携、小学校教育と中学校教育の連携に関

する項目で、全国平均を下回った。 

 

・小学校中学校共通して、家庭や地域との連携に関する項目で、前年度よりも肯定的な

回答の割合が高くなっているものの、依然として全国平均を下回っている。コミュニ

ティ・スクールや地域学校協働活動等の仕組みを生かした取組の充実を図る必要があ

る。 

小  -4.0ポイント(山梨 84.9％ 全国 88.9％)  ＜R5山梨 80.9％ 全国 86.1％＞ 

中  -7.0ポイント(山梨 77.1％ 全国 84.1％)  ＜R5山梨 66.3％ 全国 79.3％＞ 

 

・小学校中学校共通して、小学校教育と中学校教育の連携に関する項目で、全国平均を

下回っている。近隣等の小学校中学校で、教育課程に関する共通した取組の充実を図

る必要がある。 

小  -8.3ポイント(山梨 55.7％ 全国 64.0％) ＜R5山梨 58.7％ 全国 60.6％＞ 

中  -5.1ポイント(山梨 63.9％ 全国 69.0％) ＜R5山梨 55.4％ 全国 66.8％＞ 

 

 

※前年度よりも肯定的な回答の割合が高くなった主な項目 

〇小学校中学校共通して、「前年度までに、児童（生徒）一人一人に配備された PC・タ

ブレットなどの ICT 機器を、授業でどの程度活用しましたか【週３回以上】」という

調査項目で、割合が高くなった。 

小  +1.4ポイント(山梨 94.6％ 全国 93.2％) ＜R5山梨 86.8％ 全国 90.6％＞  

中  +2.0ポイント(山梨 92.8％ 全国 90.8％)  ＜R5山梨 89.1％ 全国 86.7％＞ 

 

 

 

 



 

３ 令和６年度の学力向上に向けた取組  

≪年間を通じた取組≫ 

１ 学力向上総合対策事業の推進  

○学力向上推進事業（学力向上対策会議、学力向上フォーラム、学力向上キャラバン） 

○山梨県学力把握調査事業 

（中２国数英：１人１台端末等を用いたオンライン方式で実施） 

○学力向上支援スタッフ配置事業、スクール・サポート・スタッフ配置事業 

○Yamanashi English Action 

 ○新たな学びの姿に向けた授業改善推進事業 

 〇少人数教育効果検証・推進事業 

 〇令和のやまなし教育活動モデル推進事業 

○家庭学習習慣化促進事業 

○若手教員グローアップ事業 

 

２ 地域の実態に応じた取組の実施 

・地域学力向上推進幹を中心とした、各地域の特色や課題に焦点を当てた学力向上対策

の推進 

 

３ 指導主事による学校訪問 

・市町村、学校毎の状況を把握し、指導改善の取組の周知・徹底 

・「子供主体の授業への転換」に向けた取組の推進 

 

４ 県内市町村におけるコミュニティ・スクールの拡大・充実 

・国の補助金事業や「CS マイスター派遣事業」等の活用、担当指導主事による要請訪問

等を通じたコミュニティ・スクールの円滑な設置の支援 

・山梨県教育委員会と文部科学省の共催による「地域とともにある学校づくり推進フォ

ーラム」の開催 

 

５ 学級経営の充実に向けた取組の推進 

・児童生徒が所属感、自己有用感を持つことができるよう、集団としての意見をまとめ

たり、個人として問題解決に向けた目標や方法・内容等を決定したりする活動を引き

続き県全体で推進 

・総合教育センターにおける特別研修会Ⅰにおいて、大学の教授を講師に招聘して、

「「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けた学級経営」をテー

マにした研修会の実施 

 

６ ICTを活用した指導の充実に向けた取組 

・ICTを効果的に活用した授業づくりに関する研修会の開催 

 ・教育課程研究会の実践事例の周知 

 

 

 

 



 

≪各種学力調査実施後の取組≫ 

７ 県教委による採点及び各種説明会を通じた早期の授業改善の推進 

・自校採点の方法等についての資料を校務支援システムにて配付（各校の課題把握のた

めの自校採点を促し、課題克服に向けた早期の授業改善につなぐ） 

・総合教育センター指導主事（小・中・高）による全国学力・学習状況調査の早期採点

及び大学と連携した結果分析 

・結果から見られた課題と授業の改善・充実に向けた授業づくりのポイントをまとめた

冊子の作成・配付 

・授業改善のための組織的な対応を促すため、全国学力・学習状況調査の早期採点の結

果を踏まえた「授業の改善・充実に向けた説明会Ⅰ」をオンラインにて開催（小・中

同日:５月３０日） 

 

８ 「学力向上フォーラム２０２４」の開催（８月２２日） 

・全国学力・学習状況調査より明らかになった課題、学校での学習と学力向上対策等に

ついての指導主事による説明 

・大学の教授を講師に招聘して、「学習者用デジタル教科書の活用で「子供主体の授業」

への転換を加速する」をテーマにした講演とワークショップの実施 

 

９ 各種学力調査の分析結果を反映させた説明会の実施 

・本県児童生徒の学力調査における実態と課題を共有するため、各種学力調査（全国学

力・学習状況調査、山梨県学力把握調査、山梨県公立小中学校教育課程実施状況調査）

の結果を踏まえた「授業の改善・充実に向けた説明会Ⅱ」をオンラインにて開催

（小・中同日：８月２７日） 

・各種研修会や学校要請訪問の中で、分析結果をもとにした授業改善の取組を説明 

 

10 「授業改善の Point」の作成・配付 

・授業改善に向けた取組を推進するため、全国学力・学習状況調査、山梨県学力把握 

調査、山梨県公立小中学校教育課程実施状況調査を踏まえた授業改善のポイント資料

を小学校４教科(国・社・算・理)、中学校５教科(国・社・数・理・英)で作成し、各

校に配付 

・山梨県総合教育センターホームページ及び校務支援システムのキャビネットからダウ

ンロードできるようにし、各校へ周知 

・指導主事による学校訪問等での周知・徹底 

 

11 「ピックアップ問題」の作成・配信 

・全国学力・学習状況調査の結果を受け、課題が見られた問題をピックアップ問題とし

てまとめ、校務支援システムのキャビネットからダウンロードできるようにし、各校

での活用を推進 

・１人１台端末等での活用を推進 



 

補助資料 
 

１．教科に関する調査（国語、算数・数学）の本県の結果概要   

以下の３つの視点から分析を行った。 

正 正答率が高いまたは低い主な設問 

差 全国の正答率と差が見られる主な設問 

経 経年比較で成果や課題が見られる主な設問 

 

小学校 

教

科 

よくできている設問（○） 

課題がある設問（△） 

正答率（％） 
調査結果のポイント 

山梨県 全国 

国 

 

語 

 

○ 

正 

 

【高山さんのメモ】の書き表し

方を説明したものとして、適切

なものを選択する。 

〔２一（２）〕 

87.5 86.9 

情報と情報との関係付けの仕

方、図などによる語句と語句と

の関係の表し方を理解し使うこ

とができている。 

 

△ 

正 

経 

【高山さんの文章】の空欄に入

る内容を、【高山さんの取材メ

モ】を基にして書く。 

〔２二〕       

58.3 56.6 

目的や意図に応じて、事実と感

想、意見とを区別して書くな

ど、自分の考えが伝わるように

書き表し方を工夫することに課

題がある。 

算 

 

数 

〇 

正 

はじめに持っていた折り紙の枚

数を□枚としたときの、問題場

面を表す式を選ぶ。 

〔１２〕  

87.3 88.5 
数量の関係を、□を用いた式に

表すことができている。 

△ 

正 

差 

経 

家から学校までの道のりが等し

く、かかった時間が異なる二人

の速さについて、どちらが速い

かを判断し、そのわけを書く。 

〔４３〕          

27.2 31.0 

道のりが等しい場合の速さにつ

いて、時間を基に判断し、その

理由を言葉や数を用いて記述す

ることに課題がある。 

 

 

 

 

 

 

 



 

中学校 

教

科 

よくできている設問（○） 

課題がある設問（△） 

正答率（％） 
調査結果のポイント 

山梨県 全国 

国 

 

語 

〇 

正 

 

物語を書くために集めた材料を

取捨選択した意図を説明したも

のとして適切なものを選択す

る。 

〔３一〕         

81.0 81.4 

目的や意図に応じて、集めた

材料を整理し、伝えたいこと

を明確にすることができてい

る。 

△ 

正 

 

本文中の図の役割を説明したも

のとして適切なものを選択す

る。 

〔２一〕         

36.1 36.3 

文章と図とを結び付け、その

関係を踏まえて内容を解釈す

ることに課題がある。 

数 

 

学 

○ 

正 

正三角形の各頂点に○を、各辺

に□をかいた図において、○に

３、－５を入れるとき、その和

である□に入る整数を求める。

〔６（１）〕        

89.9 90.2 

問題場面における考察の対象

を明確に捉え、正の数と負の

数の加法の計算ができてい

る。 

△ 

正 

経 

18Ｌの灯油を使いきるまでの

「強」の場合と「弱」の場合の

ストーブの使用時間の違いがお

よそ何時間になるかを求める方

法を、式やグラフを用いて説明

する。 

〔８（２）〕     

16.3 17.1 

事象を数学的に解釈し、問題

解決の方法を数学的に説明す

ることに課題がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２．学習環境や生活の諸側面等に関する質問調査の本県の結果概要 

【質問内容の番号は各質問調査の設問番号を表す】 

（１）児童生徒質問調査 

※肯定的な回答の割合が比較的高い主な項目   

＜上段：本県回答率    下段：全国平均との差＞ 

＜数値は肯定的な回答をした児童生徒の割合を表す＞ 

 

 

小学校 中学校

86.5% 84.1%

2.5 1.2

65.2% 64.8%

3.2 0.5

95.8% 95.1%

1.3 1.2

90.0% 84.5%

3.7 1.8

94.9% 92.0%

1.7 1.4

84.2%

1.2

62.1%

1.1

95.3%

0.7

84.2%

2.1

95.0%

0.9

96.2% 95.0%

1.1 1.3

94.6% 93.1%

1.9 3.0

97.2% 96.5%

0.5 0.8

96.7% 95.5%

0.8 0.3

88.0% 83.1%

2.5 3.1

86.4% 86.6%

2.3 3.3

93.2% 93.3%

3.3 2.9

84.4% 69.5%

2.0 3.2

（１０）

（１１）

（５１）

（５２）

（５３）

国語の勉強は好きですか

国語の勉強は大切だと思いますか

国語の授業の内容はよく分かりますか

国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか

算数の勉強は好きですか

（４２）

（４３）

将来の夢や目標を持っていますか

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか

③自己有用感：３項目の平均

人が困っているときは、進んで助けていますか

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか

（１２）

（１３）

（１５）

（９）

人の役に立つ人間になりたいと思いますか

自分には、よいところがあると思いますか

質問項目

①学習に対する興味・関心や授業の理解度等

国語に対する興味・関心：４項目の平均

算数に対する興味・関心：４項目の平均

②規範意識：３項目の平均

（４４）

（４５）

（５０）

算数の勉強は大切だと思いますか

算数の授業の内容はよく分かりますか

算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか



 

 

 

 

※前年度よりも肯定的な回答の割合が高くなった主な項目 

 

 

 

※肯定的な回答の割合が全国平均を下回った主な項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

92.2% 89.4%

2.8 1.3

95.2% 92.4%

1.5 1.2

87.5% 82.5%

4.6 1.8

93.9% 93.2%

2.3 0.7
（３）

④生活習慣：３項目の平均

朝食を毎日食べていますか

毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか

毎日、同じくらいの時刻に起きていますか

（１）

（２）

小学校 中学校

48.3% 38.6%

4.1 2.2

85.3% 80.5%

1.8 4.4

質問項目

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、
PC・タブレットなどのICT機器を、勉強のために使っていますか（遊びなどの目的に
使う時間は除く）【30分以上】

地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか

（４）

（２５）

⑤前年度よりも肯定的な回答の割合が高くなった項目

小学校 中学校

72.8%

-1.9

53.6%

-3.6

86.7%

-0.5

73.8%

-1.9

76.9%

-1.6

質問項目

（５０） 数学の勉強は好きですか

数学に対する興味・関心：４項目の平均

⑥中学校の学習　数学に対する興味・関心や授業の理解度等

（５１） 数学の勉強は大切だと思いますか

（５２） 数学の授業の内容はよく分かりますか

（５３） 数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか



 

（２）学校質問調査 

 ※肯定的な回答の割合が比較的高い主な項目 

 
 

 

※肯定的な回答の割合が全国平均を下回った主な項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 中学校

96.4% 94.6%

0.3 1.7

99.4% 91.6%

2.1 -2.4

99.4% 98.8%

2.4 2.3

99.4% 92.8%

2.1 1.0

87.3% 95.2%

-5.5 5.9

97.0% 96.7%

5.3 8.5

100.0% 100.0%

1.4 5.2

93.9% 96.3%

3.9 10.6

97.0% 93.9%

10.6 9.8
（１８）

個々の教員が自らの専門性を高めるため、校外の各教科等の教育に関する研究会等に定期的・
継続的に参加していますか（オンラインでの参加を含む）

（１６） 授業研究や事例研究など、実践的な研修を行っていますか

（１７）
児童（生徒）自ら学級やグループで課題を設定し、その解決に向けて話し合い、まとめ、表現
するなどの学習活動を学ぶ校内研修を行っていますか

質問項目

（１２）
指導計画の作成に当たっては、各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校の教育目標を踏
まえた横断的な視点で、その目標の達成に必要な教育内容を組織的に配列していますか

①学校運営：４項目の平均

（１３）

（１４）
指導計画の作成に当たっては、教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、地域等の
外部の資源を含めて活用しながら効果的に組み合わせていますか

児童（生徒）の姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基づき、教育課程を編成し、
実施し、評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立していますか

②教職員の資質向上：3項目の平均

（７５）
（７９）

全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団体における独自の学力調査の結果と併せて分析
し、具体的な教育指導の改善や指導計画等への反映をどの程度行っていますか

小学校 中学校

84.9% 77.1%

-4.0 -7.0

55.7% 63.9%

-8.3 -5.1

（６８）
（７２）

前年度までに、近隣等の中学校（小学校）と、教科の教育課程の接続や、教科に関する共通の
目標設定等、教育課程に関する共通の取組をどの程度行いましたか

コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等の取組によって、学校と地域や保護者の相互理
解は深まりましたか

④小学校教育と中学校教育の連携

質問項目

③家庭や地域との連携

（７０）
（７４）



 

※前年度よりも肯定的な回答の割合が高くなった主な項目 

 

71.7% 73.0%

-2.2 3.2

99.9% 100.0%

1.1 1.4

98.2% 95.2%

3.1 4.4

87.9% 90.4%

-1.0 5.8

94.6% 92.8%

1.4 2.0

68.5% 71.0%

-8.1 0.6

46.7% 50.6%

-8.4 -1.3

60.0% 57.8%

0.3 0.4

39.4% 50.6%

-5.6 9.5

50.3% 48.2%

-2.5 6.0

⑤ICTを活用した学習状況：９項目の平均

（５３）
（５７）

前年度に、教員が大型提示装置等（プロジェクター、電子黒板等）のICT機器を活用した授業
を１クラス当たりどの程度行いましたか

（５４）
（５８）

教員がコンピュータなどのICT機器の使い方を学ぶために必要な研修機会はありますか

（５５）
（５９）

コンピュータなどのICT機器の活用に関して、学校内外において十分に必要なサポートが受け
られていますか

（５６）
（６０）

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、児童一人一人に配備されたPC・タブレットなど
のICT機器を、授業でどの程度活用しましたか【週３回以上】

（５７）
（６１）

調査対象学年の児童が自分で調べる場面（ウェブブラウザによるインターネット検索等）で
は、児童一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器をどの程度使用させていますか
【週３回以上】

（６１）
（６５）

調査対象学年の児童が自分の特性や理解度・進度に合わせて課題に取り組む場面では、児童一
人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器をどの程度使用させていますか
【週３回以上】

（５８）
（６２）

調査対象学年の児童が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面では、児童一人一人に配備さ
れたPC・タブレットなどのICT機器をどの程度使用させていますか【週３回以上】

（５９）
（６３）

教職員と調査対象学年の児童がやりとりする場面では、児童一人一人に配備されたPC・タブ
レットなどのICT機器をどの程度使用させていますか【週３回以上】

（６０）
（６４）

調査対象学年の児童同士がやりとりする場面では、児童一人一人に配備されたPC・タブレット
などのICT機器をどの程度使用させていますか【週３回以上】



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

集計結果 

正答数集計値・分布グラフ 

全国学力・学習状況調査 小学校 第 6学年 国語 

14

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 4

(2) 情報の扱い方に関する事項 1

(3) 我が国の言語文化に関する事項 1

Ａ　話すこと・聞くこと 3

Ｂ　書くこと 2

Ｃ　読むこと 3

知識・技能 6

思考・判断・表現 8

主体的に学習に取り組む態度 0

選択式 10

短答式 2

記述式 2

問題形式

69.4 69.9

60.6 59.7

65.2 64.6

評価の観点

69.4 69.8

66.2 66.0

74.6

思考力、

判断力、

表現力等

59.3 59.8

69.9 68.4

70.5 70.7

　全体 68 67.7

学習指導

要領の

内容

知識及び

技能

63.8 64.4

87.5 86.9

73.6

分類 区分
対象問題数

（問）

平均正答率(％)

山梨県

（公立）

全国

（公立）

児童数

山梨県

（公立）

山梨県

（公立）

全国

（公立）

１４問 315 5.6 5.9

１３問 585 10.4 10.9

１２問 728 12.9 13.2

１１問 740 13.1 13.4

１０問 712 12.6 12.4

９問 656 11.6 10.7

８問 536 9.5 8.9

７問 421 7.5 7.1

６問 320 5.7 5.6

５問 226 4.0 4.2

４問 165 2.9 3.0

３問 115 2.0 2.1

２問 56 1.0 1.3

１問 37 0.7 0.7

０問 29 0.5 0.6

正答数集計値

正答数

割合(％)

児童数 平均正答率 (％) 中央値 標準偏差

山梨県（公立） 5,641 9.5 /14 68 10.0 3.0

全国（公立） 947,364 9.5 / 14 67.7 10.0 3.1

平均正答数



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題別集計結果 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査 授業改善のポイント（調査問題３三） 

目的をもって読むことができるような単元の導入を工夫しよう！ 

交流を通して考えを明確にする場面を設定しよう！ 

 

 

正答例  ３  三  
オニグモじいさんが、「食っているのはな」と言っ

てやめたところや、「食って生きているのはな、朝日

のひかりだよ」と言ったところが心に残りました。女

の子をこわがらせないようにする考え方に感動した

からです。（９９字） 

 

特徴的な誤答   
ハエの女の子が、「じゃ、おじいちゃん、ひかり

をたくさん食べて、元気でくらしてね。さような

ら」と言って、はらっぱのむこうへとんでいった

ことが心に残りました。（7７字） 

 

  誤答から見えるつまずき  

物語を読んで、心に残ったところを、物語から言葉や文を取り上げて書いている。 

しかし、心に残った理由を書いていない。 

→心に残ったところとその理由を、物語から言葉や文を取り上げてまとめることが必要となる。 

             

 
日々の学習における改善・充実  高学年の学習で…

ここが 

POINT 

物語などを読み、複数の叙述を 

結び付けて考えることができる児童 

 

付けて考えることができる児童 

〈言語活動例〉物語を読み、心に残ったことを伝え合おう 

～人物像や物語の全体像を想像したり、表現の効果を考えたりする～ 

これまでの物語の学習で、楽しかったことや

学んだことはどんなことですか。 

 

〔第５学年及び第６学年〕 

Ｃ読むこと（１）エ 

「ごんぎつね」で、ごんと兵十の会話や情景に

着目して読んだら、気持ちの変化がよく分かり

ました。 

【工夫例１】これまでの学習活動を想起させる 

 

【工夫例２】教師がモデルを示す 

 
私が〇〇という物語を読んで心に残っている

ことは□□です。それは、・・・。 

言語活動例のように、心に残ったことを伝え合うと

いう目的をもって読むことができるように、単元の

導入を工夫しましょう。 

 

 
 心に残った理由が明確になることを児童が実感でき

るように、交流場面を設定しましょう。 

【特徴的な誤答】を例に 

ハエの女の子が、「じゃ、おじいちゃん、ひかりを

たくさん食べて、元気でくらしてね。さようなら」

と言って、はらっぱのむこうへとんでいったとこ

ろが心に残ったから伝えたいんだけれど… 

物語のオニグモじいさんとハエの女の子の会話に

着目してみると、ハエの女の子の性格がもっとは

っきりするかもしれないね。 

なぜ、そこが心に残ったの。 

オニグモじいさんのやさしさに気づかないハエ

の女の子がかわいいと思ったんだ。 

「ほんとうに、ひかりをつかまえた！」とハエ

の女の子が言ったところも素直でかわいいな。

もう一度読んで確かめてみるね。 

 

 

 

 

 

 

心に響いたところとその理由を明確にするために… 

●心に響く叙述を見つける ・登場人物の行動、会話、心情、相互関係 ・場面についての描写など 

●複数の叙述や場面の移り変わりを結び付ける 

●自分の知識や経験、読書体験などと結びつけるなど 
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全国学力・学習状況調査 授業改善のポイント（調査問題２二） 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

集計結果 

正答数集計値・分布グラフ 

全国学力・学習状況調査 小学校 第６学年 算数 

児童数 平均正答率 (％) 中央値 標準偏差

山梨県（公立） 5,641 9.9 /16 62 10.0 3.7

全国（公立） 947,579 10.1 / 16 63.4 11.0 3.9

平均正答数

＜学習指導要領の領域の平均正答率の状況＞

児童数

山梨県

（公立）

山梨県

（公立）

全国

（公立）

１６問 154 2.7 4.5

１５問 384 6.8 8.7

１４問 540 9.6 10.3

１３問 597 10.6 10.2

１２問 543 9.6 9.6

１１問 574 10.2 8.8

１０問 492 8.7 8.0

９問 462 8.2 7.3

８問 406 7.2 6.6

７問 374 6.6 5.8

６問 313 5.5 5.2

５問 261 4.6 4.5

４問 230 4.1 3.7

３問 149 2.6 2.9

２問 83 1.5 2.0

１問 50 0.9 1.2

０問 29 0.5 0.6

正答数集計値

正答数

割合(％)

16

Ａ　数と計算 6

Ｂ　図形 4

Ｃ　測定 0

Ｃ　変化と関係 3

Ｄ　データの活用 4

知識・技能 9

思考・判断・表現 7

主体的に学習に取り組む態度 0

選択式 5

短答式 7

記述式 4

問題形式

74.8

60.1

49.8

47.3

61.0

72.3

49.1

学習指導要領

の領域

64.9

66.2

75.3

62.0

51.0

全国

（公立）

63.4

66.0

66.3

51.7

61.8

平均正答率(％)

評価の観点

72.8

51.4

　全体 62

分類 区分
対象問題数

（問）
山梨県

（公立）




